
  

 
 

 
 
 
 
 

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８ 

            地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577 

平成２６年１０月２日（木） 第２２７号 
  

第 2 回奥入瀬渓流利活用検討委員会を開催 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご意見は 

こちらまで 

平成２６年９月２２日（月）、青森市内のラ・

プラス青森において、「第２回奥入瀬渓流利

活用検討委員会」を開催しました。 

「奥入瀬渓流利活用検討委員会」は、国

民共有の財産である奥入瀬渓流のすばらし

さを知っていただくための仕組みづくりや、自

然保護と利活用を両立させる交通システム

を検討することを目的とし、平成２５年１０月

１７日に設立したもので、各方面の有識者・

専門家により構成されています。 
 

▲委員会の様子 

今年度の取り組みについて、交通施策では、今年７月、国土交通省道路局の公募型社

会実験に採択されたことを受け、今年度の奥入瀬渓流における秋の２日間のマイカー規制

時に、交通利用状況の実態調査や、道路利用者の規制に関する意識調査を国と県が一体

となって実施し、規制の効果を検証していくことが報告されました。    

また、知っていただくための仕組みづくりについては、現在実施中の観光動向調査の中

間報告として、観光シーズンは県外客が多いこと、県外客は高齢者が占める割合が高いこ

となどの報告があり、引き続き調査を進めていくこととしました。 

委員からは、「奥入瀬の魅力が十分発信されていない」、「今後の人口減少を見据えた

検討が必要」、「いろいろな人の条件に合わせた交通モードの提供が必要」などといった意

見がありました。今回の委員会で出された意見は、今年度実施する交通・観光実態及びニ

ーズ調査に反映させ、結果をとりまとめる予定です。 

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/index.html 

２回目となる今回の委員会では、地域のめざす姿や、今年度の取り組み等について意見

交換を行いました。 

地域のめざす姿として、平成２６年４月２０日に環境省のビジターセンターがオープンした

ことや、十和田市による旧十和田湖遊覧船ターミナルを活用した観光拠点施設の整備予定

など、十和田湖・奥入瀬渓流における観光再生に向けた取り組みについて報告がありまし

た。また、「奥入瀬（青橅山）バイパス」事業の進捗状況については、これまで関係省庁協

議、調査・設計を進め、今年度はトンネル湧水・処理水を流す放流管整備について、発注予

定であることが報告されました。ことが報告されました。 
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